

































1. スピン軌道相互作用に基づく散乱の緩和時間 Ts｡は,ほぼ0.2×10~12secであって, 温
度依存性,面抵抗依存性がみられない｡ただし超薄膜 (20Å)はこの値の半分程度に減少す
る｡
2.電子拡散係数Dは温度依存性を持たず,約0.6cm2/secであるが,やはり超薄膜 (20Å)
では減少する｡
3.非弾性散乱に基づく散乱の緩和時間 Tinは温度Tに対してT~夕 に比例する振舞いを示す｡
ここでpの値は0.9-1.3の範囲であるが,面抵抗の増大にともなって増加する傾向にある.
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